
コロナ後に向けての
東南アジア各国の
システム投資アンケート
(日系製造業編)



SEとして半導体の生産管理システムを構築した経験
を活かし、アスプローバ株式会社のパートナー会社
に入社。営業コンサルタントとして国内外の300社
以上の現場に生産スケジューラを導入。アスプロー
バ株式会社に転じた後、2005年からは中国、2013
年からはタイの責任者として現地に赴任。現在は本
社に戻り、アジア・ビジネス、製造業の分野にかか
わるセミナーでの講演や雑誌・ウェブ媒体への寄稿
などを行っている。
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システム投資傾向としては、
国によって偏在はなく、企
業・業種により若干異なる結
果が得られる。また、各国と
も100社コールをゴールに進
めたために、100%正しい結
果とはいえないが、ある程度
の状況が把握できた。
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今後想定されるシステム投資(私見)

・ワクチン投与の遅れる東南アジア各国での景況改善は、２０２２年以降

・人件費を含めた原価の上昇傾向は否めない

・現地市場の開拓に伴い、工場管理職の現地人化が進む

・日系製造業では日本国内工場のDX化に伴い、東南アジア工場のシステム化が推進される

・日本本社からの現地工場の見える化の必要性から、クラウド環境のシステム化が主流になる

・地政学的リスクから、生産国のスクラップ&ビルド戦略が重要となり、システムのサブスクリ
プション提供方式が有効となる

・特に製造現場では、現地語でのIT運用が優位
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